
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会 議 記 録  

 

高松市附属機関等の会議の公開および委員の公募に関する指針の規定に  

より，次のとおり会議記録を公表します。  

会  議  名  高松市自治基本条例を考える市民委員会 第３回会議  
開催日時  平成２０年３月２６日 (水 )１８時３０分～２０時４０分  
開催場所  高松市役所 １１階 職員研修室  

議     題  
(1) ワークショップ（グループ別討議）  
(2) その他  

公開の区分    ■  公開  □  一部公開  □  非公開  
上記理由   

出席委員  
柘植委員長，立野副委員長，池田委員，泉委員，上枝委
員，植松委員，大野委員，葛西委員，齋藤委員，中條委
員，中村委員，松下委員，円尾委員，吉田委員  

傍  聴  者         ０人   
担当課および
連絡先  

企画課  
839－ 2135 

    
審議経過および審議結果  

会議を開会し，次の議題について協議し，下記の結果となった。 
 
(1)  今後の進め方 
（柘植委員長） 
前回は，市民についてワークショップを行った。まだあと数回は，
お互いの議論のレベルを揃えていく時間が必要だと思っている。ただ
し，時間に余裕があるわけではなく，ワークショップが終わったあと
はスピードが上がるので，まず議論に慣れていただくことが必要にな
る。ワークショップの場では，委員は必ず発言するということで進め
ていきたい。 
 
(2)  ワークショップ（グループ別討議） 
   ワークショップを始める前に「瓦版」を委員に配布した。 
（柘植委員長） 
    私たち委員の意見だけでは市民の意見を吸い上げたとは言えないの
で，市民委員会で議論されている内容をできるだけ開示していくこと
としており、広報担当である立野副委員長に「瓦版」を作っていただ
いた。この内容は，前回までの議論で触れた内容であり，こういう物
を不定期ではあるが関係者に配っていきたい。また，当然市のホーム
ページに市民委員会の議事録を載せている。 
それと，私たちがこれから議論を進めていくことは高松市民全体に
関わることなので，１９人の委員の意見だけで正しいのかというのは
悩むところである。そのため，骨子の部分が正しいのかどうかについ
て，市民に問いかける節目というものが最終段階では必要になってく
るだろうと予想している。 
そこで，どういう形にするのかは皆さんにお諮りして考えていこう
と思っているが，最終の段階では，一度，フォーラムなのか，井戸端
会議の市民版なのかは別として，かなり大掛かりに市民に向けて，例
えば市民とはこうあるべきだ，行政とはこうあるべきだということを
条例に盛り込みたいのだという話を問いかける場を設けることを考えて
いる。委員の皆さんがその場で市民に説明できないようでは，市民は 
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審議経過および審議結果  

  もっと分からないということになるので，そのようなことがないよう
議論を尽くしていきたいと思っている。 
  その一環として，先ほど配った「瓦版」を作っていただいた。単純
にホームページを見て下さい，もしくは会議に傍聴に来て下さいと言
うだけが公開のスタイルではないということを示していくのも大事だ
ということで，副委員長の独白部分も入れたものにしている。 
今後，例えば委員一人一人のコラムを順番に書いていただくといっ
たような，お互いに分かり合えるようなものにしていきたいと思って
いる。 
  
（立野副委員長） 
  配布した「瓦版」のことについて発言したい。皆さんに一つだけ覚
えていただきたい専門用語として，「ＰＩ」（パブリック・インボル
ブメント，住民を参加させるということ）が我々に求められている仕
事ではないかと思っている。我々は自治基本条例を作っていくが，
我々以外の市民にこれがあることを説明していくことが我々に課せら
れた仕事である。瓦版の趣旨にご賛同いただけるようお願いしたい。 
  
（大野委員） 
  「瓦版」の文字が小さすぎる。倍ぐらいにしてほしい。 
  
（柘植委員長） 
  大きめに印刷するようにする。 
前回皆さんに宿題としてお伝えしていたが，市政への参加について
のこれまでの状況と問題点について，今日の会議を欠席する委員から
意見等記載用紙が提出されている。記載内容を読むと，それぞれまち
まちの結論ではあるが，市政への参加の窓口が狭いということはあま
り書かれていない。この問題としては，小西委員から出された意見に
も書かれているが，市民側にいくら開かれているといっても，敷居が
高いとか面白そうでないということで敬遠されてしまうことだ。山田
委員も似たような意見を書いている。 
  まとめると，市は市民に問いかける窓口を常に設け続けていくこ
と，またこれが当たり前になるというのが正しいかもしれないという
ことを示しているのだと思う。この部分については，後半に時間が余
れば，皆さんのお考えを聞きたいと思っている。 
  そのようなことを頭に置きながら，今回は行政編についてワーク 
ショップを始めたい。市職員が同席しているが，忌憚のない意見を出
していただきたい。 
  
  （グループ分け） 
  ・Ａグループ（６名） 
池田委員，中條委員，葛西委員，円尾委員，上枝委員，泉委員 

  ・Ｂグループ（７名） 
    立野副委員長，植松委員，吉田委員，大野委員，齋藤委員， 
中村委員，松下委員 

 
  高松市自治基本条例 行政編 
①  理想の地方行政組織（高松市）とは？ 
②  地方行政組織（高松市）はどこが問題だろう？ 
③  具体的にこうすればどうだろう？ 
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審議経過および審議結果  

 
・Ａグループの協議内容 
     （別紙１のとおり） 
  ・Ｂグループの協議内容 
     （別紙２のとおり） 
  ・各グループ全員により役割分担して，上記内容を５分間程度で発表
を行う。 

 
(3)  グループの発表に対するコメント 
・Ａグループ 
  （柘植委員長） 
理想の中の一番強く書かれた部分で，開かれた行政，情報の開示
とか身近な組織であるが，どのようにして自治基本条例の中で盛り
込めばそのような組織になるのかということは，これから考えてい
く必要がある。 
ムダが多いというのは行政に限ったことではないが，ムダがない
組織は面白みがないので，バランスが大事だ。あと，分かりにくい
ということでＰＲ不足が挙げられている。市はいろいろと事業を行
っているのに，それが市民の側に伝わっていないのが一番のネック
である。 

 
  ・Ｂグループ 
（柘植委員長） 
情報の公開，どういう公開の仕方にするのかについて，条例に盛
り込まなければならない。 
次の人権の重視というのも大事だ。個人的に気になったのは平等
という言葉であり，ここは委員の間でも意見が分かれると思うが，
平等なのか公平なのか，平等でいくべきことと公平でいくべきこと
とをきちんと仕分けをしていく必要がある。 
説明責任は，アカウンタビリティとも言わており，前の二つと合
わせたこの３つは条例で中心となる部分となる。 
このグループで面白いのは，収入を増やすという点に触れている
ことだ。コストダウン，例えば職員を減らしましょうというのはど
んどん進んでいるが，まち全体の財布を大きくしよういうのはなか
なか展開できていないのが現実だ。 

 
（柘植委員長） 
      前回と今回の会議で，「住民とは」，「行政とは」という自治基
本条例の一番の根幹をなす部分について議論を行った。残りの「市
長」と「議員」については，次回に両方を議論したい。これで，一
通りの主体が分かってくるので，それを具体的にしていく作業に 
入っていく。 
 他の自治体の自治基本条例文を読んだことがない方は，インター
ネットを利用して読んでもらいたい。条例が分かりにくいものだっ
たら，高松市民と行政との間が埋まることはないので，私たちが書
く条例案の骨子は，分かりやすくしなければならない。そのため，
なるべくスリムで小さくコンパクトに，でも伝えるべきは伝えられ
るものにしたいと考えている。かつ言葉も，専門用語をなるべく使
わないようにしていきたい。 
そういうことも皆さんと議論しながら今後進めていくので，まず 
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審議経過および審議結果  

は次回までの宿題として，必ず他市の条例，例えば一番標準的と言
われているのが，ニセコ町，太田市，平塚市，大和市，ただニセコ
町の条例は前文に重きがあって，本文はあまり重きがないように感
じてるが，そういった他市の条例をぜひ読んでもらいたい。 
他市の条例では，住民投票の具体的な方法まで書いているとか，
住民投票で得た結論については，議会がそれを尊重すべきと書いて
いるのもあれば，従えと書いているところもあるし，参考にするこ
とができるという表現のところもある。 
必ず委員１人が１つは他市の条例を読んで，項目は何を書いてあ
るのか，何を伝えようとしているのかについて，次回の会議で話せ
るようにしていただきたいと思う。 

 
（立野副委員長） 
先ほど申し上げた「ＰＩ」（パブリック・インボルブメント）の
ことについてだが，この市民委員会は傍聴自由なので，皆さんの知
り合いなどにも声をかけていただければと思う。 
また，「瓦版」の下のほうに私のメールアドレスを記入している
ので，今後，ＰＲの仕方としてこんなのがあるという案などを教え
ていただくとありがたい。 
 

（柘植委員長） 
次回の開催日は４月１０日（木）１８：３０から，もう一回ワー
クショップ（「市長」編と「議会」編）を行う。その後，内容に踏
み込んだワークショップを行っていく予定である。 
 

      以上をもって本日の会議を終了する。 
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【班別討議・発表】                          （別紙１） 

 

＜Ａ班＞ 

（１）「理想の地方行政組織（高松市）とは理想」に関するキーワードの洗い出し状況 

 

 

（２）「地方行政組織（高松市）はどこが問題だろう？」に関するキーワードの洗い出し

状況 

 
 

（３）「具体的にこうすればどうだろう」に関するキーワードの洗い出し状況 

 

 

  開かれた行政 

  ・情報開示 
・身近な組織 
・風通しが良い 

  
高松らしさを 
生かす 

バランス感覚の 
よい行政 
・健全な財政 
・公平 
・安心 
・責任を果たす 

 独自性   ム ダ 分かりにくい 
活力不足 

・他の自治体 
との比較が 
できていない 

・サービス不足 
・ＰＲ不足 
・情報開示の 
媒体が少ない 

・適切な人員 
配置ができ 
ていない 

・意識不足 
・閉鎖的 
・風通しが悪い 
 

  
  ・予算の見直し                     ・横つなぎ専門課（家）をつくる 
  ・市民参加のイベントを増やす            ・田舎の部分をいかす 
  ・アイデア，意見書を出す                    ・先進事例を知る（ニュースを見る） 
  ・意見をすくい上げ，取り入れる 
  ・市民との意見交換の場を増やす 
  ・マスコミ等を利用して市民に情報を知らせる 
  ・メディア専門家と連携 
  ・専門家等の意見を聞く 
  ・広報誌を充実させる，発行回数を増やす 
  ・民間との相互交流 
  ・思いやりの心をもつ 
  ・市民の集まりに参加する（声を聞く） 
  ・部門によってはＰＭ８：００まで就業 
  ・１ポイントサービスをする 
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＜Ｂ班＞                                 （別紙２） 

（１）「理想の地方行政組織（高松市）とは？」に関するキーワードの洗い出し状況 

 

 
 

（２）「地方行政組織（高松市）はどこが問題だろう？」に関するキーワードの洗い出し

状況 

 

  住民本意でない 

  
  ・職員の意識が住民に 
向いていない 
・住民よりも議会を向い 
ている 

  借金が多い 

応対が悪い 

  ・窓口の応対が悪い 
・笑顔と言葉づかい 

  ・市債残高が増えて 
いる 
・借金が多い 

面白くない 

  ・史跡観光等の歴史が十 
   分 PR されていない 
・人権問題の講習会、行事 
が少ない 

予算の有効活用が 
できていない 

性急すぎる 

  

  

分かりにくい 

  

  ・地域の課題について分か 
りやすく説明されていない 
・行政用語が多すぎる 
・各セクションの仕事がはっ 
きり分からない 
  ・通達しか知識がない？ 
住民への説明が下手 

  ・物事を決める前に充分 
説明されていない 

  ・地区のコミセンに出張 
所がないところがある 

  
人権の尊重 

  

   
・すべての人に平等 
・誰でも年齢に関係なく 
参加できる 
・人権問題・男女共同 
参画に取り組む 

  説明責任を果たす 
情報の公開 

  ・情報がオープンである 
・市政の情報公開が分か 
りやすい組織 
 

  ・目標管理ができている 
・行動計画を自ら実践 

敷居が高くない 

  ・市民が行きやすい組織 
・声なき声に耳を傾けられる 
・気軽に問い合わせできる 
対応 

職員が生き生き 
している 

  地域間格差がない 

  

  
地域資源の活用 

  
  ・民間企業を支援 
・観光資源、伝統 
産業を大切にする 

たよりになる 
効率的（スリム） 

  ・予算の説明義務を 
果たす 
・税金を使わない 

・市民の要望をたらい 
まわしにしない 
・弱者のセーフティー 
ネットである 
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（３）「具体的にこうすればどうだろう」に関するキーワードの洗い出し状況 

 
 

 

 

 

 

  
  ・住民の意見を聞く機会を多く作る。相談
窓口を増やす 
  ・定期的に移動懇談会（市と住民）を開く 
  ・窓口にボランティアを配置して市民が 
行政を知る機会を作る 
  ・やさしい言葉で説明（行政用語を分かり
やすく） 
  ・ビジュアル的に美しく分かりやすい印刷
物を作成 
  ・年代ごとの効果的な PR（イベント、パン
フ等） 
  ・行政評価を市民の目にとまる形で掲示 
  ・施策実績の妥当性評価 
  ・市の方向性（指針）を分かりやすく示す 
  ・物事を決める前に十分説明する 
  ・市が案を作るまでの過程を公開する 
  ・職員のマナーアップ講習をする 
   

 ・やさしい対応をするためのマナーの講 
習会をする 
 ・職員に住民クラブの事務局であること 
を教育する 
 ・企画に受益者（住民）を参加させる 
 ・借金をする根拠を明確に示す 
 ・ふるさと納税以外に寄付金の税控除 
 ・住民に仕事を任す 
 ・役所の仕事と住民の仕事をよく話し 
あって決める 
 ・U、J、I ターンを増やす 
 ・大企業の誘致活動 
 ・高松の物産（うどん、和三盆等）を県外 
に出張 PRする 
 ・観光客を増やすため体験的ツアーを 
  くむ 
 


